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カドミウムおよびカドミウム化合物
Cd

［CAS No.7440-43-9］
生殖毒性：第 1群

カドミウム（Cd）は，多くの様々な生殖組織と生殖
の各段階において毒性を示す．ヒトにおける報告には，
母親の尿中 Cd 濃度と出生児の低体重とが相関する 1, 2）

ことが報告されているが，男性労働者における疫学調査
では，ホルモンや雄性生殖器への影響は見られていな
い 3）．動物においては，雌雄生殖器毒性 3, 4），胎児毒性
および催奇形性が報告されている 5）．

神通川領域の 57 名の妊婦において，尿中 Cd 濃度と
初乳中 Cd 濃度との関係を調べた結果，尿中 Cd 濃度が
2 µg/g・Cr 以上の妊婦 12 名では，2 µg/g・Cr 未満の
妊婦 45 名に比べ，妊娠期間が有意に短縮し，低体重児
の出産率が有意に高くなっていた 1）．バングラデシュの
1,616 名の妊婦の尿中 Cd 濃度と女児の出生体重とは有
意に負の相関を示し，尿中 Cd 濃度が 1 µg/l 増加すると
45 g の体重減少となったが，男児ではそれは認められ
なかった 2）．Lin6）によると 289 対の母子を対象とした
出産から 3 歳までの前向きコホート研究の結果，母体血
中 Cd 濃度（中央値：1.05 µg/l）と出生児の頭囲とは逆
相関し，臍帯血中濃度（中央値：0.31 µg/l）の上昇は 3
歳における身長，体重および頭囲全てを有意に低下させ
ていた．東京の妊婦 78 名について 10 種の尿中金属濃度
と出生児の体重および頭囲との関連を見た結果，Cd 濃
度と体重（r ＝－0.271，p ＜ 0.05）および Sn 濃度と頭
囲（r ＝－0.269，p ＜ 0.05）とに有意な負の相関が得ら
れた 7）．

ベルギーの精錬所で Cd 曝露を受けている男性労働者
83 名の受精能を非曝露労働者と比較した結果，尿中 Cd
濃 度 は 6.94 ± 4.56 µg/g・Cr 対 0.71 ± 0.52 µg/g・Cr
と有意に高かったが，曝露の前後においても出生率に有
意差は見られなかった 8）．

数種の実験動物において，妊娠後期の大量投与では胎
盤の損傷と胎児死亡が見られ，妊娠初期の投与では脳ヘ
ルニア，水頭症，口唇裂，口蓋裂，小眼球症，小顎症等
の催奇性が報告されている5）．カドミウム4 mg/kgを1，
3，6 ヶ月投与されたマウスでは，精巣重量が有意に低
下し，組織の構造変化が起こっており，0.5 mg/kg/day
の CdCl2 を 6 ヶ月間皮下投与されたマウスでは，精嚢が
小さく分泌活性も低くなり，テストステロン活性の低下
と一致していた 5）．

日本産業衛生学会の提案理由書 9），ACGIH10）に生殖
毒性に関する記載がない．ヒトにおいては男性では陰性
報告であるが，女性では複数の疫学報告があり，動物実

験により明らかに生殖毒性が見られているので，第 1 群
とする．

許容濃度等
日本産業衛生学会：0.05 mg/m3（1976 年）
ACGIH：0.01 mg/m3（1993 年）
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